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沢
山
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沢
山
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幸
せ
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い
か
ら

　
　
今
ま
で
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そ
し
て 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
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宇
田
川
レ
ポ
ー
ト
更
新
中
!!

活
動
情
報
を
掲
載
!

　

ブ
ロ
グ
も
随
時
更
新
!

宇田川よしひで宛 FAX.048-296-7070
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6
月
25
日
ま
で
の
25
日
間

　

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、予
算
議
案
１
件
、条
例
等
の
一
般

議
案
３6
件
で
す
。

　

予
算
議
案
は
、一
般
会
計
に
お
い

て
、住
民
基
本
台
帳
管
理
費
等
に

係
る
１
億
２
９
９
３
万
６
０
０
０

円
の
補
正
。

　
一
般
議
案
は
、「
川
口
市
選
挙
運

動
費
用
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」な
ど
、

条
例
議
案
１８
件
、契
約
議
案
１
件
、

財
産
の
取
得
議
案
２
件
、和
解
議
案

１
件
、専
決
処
分
の
承
認
議
案
６

件
、市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

議
案
４
件
、人
事
議
案
２
件
で
す
。

　

更
に
追
加
議
案
と
し
て
副
市
長

及
び
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の

人
事
議
案
が
提
出
さ
れ
、全
て
議
決

い
た
し
ま
し
た
。

市
政
に
関
す
る
報
告

市
長
提
出
議
案

中
核
市
川
口
に
つ
い
て

　

４
月
に
中
核
市
に
移
行
し
、２
カ
月

が
経
過
し
ま
し
た
。多
く
の
関
係
者

や
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力
を

賜
り
、移
譲
さ
れ
た
新
た
な
事
務
を

順
調
に
進
め
て
い
ま
す
。 

　

中
核
市
移
行
に
よ
り
最
も
多
く
の

事
務
が
移
譲
さ
れ
た
、川
口
市
保
健

所
に
つ
い
て
も
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
、順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

　

県
保
健
所
か
ら
身
近
な
市
保
健
所

に
な
っ
た
こ
と
で
、市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
の
件
数
が

増
え
て
お
り
、お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ

ン
費
用
の
助
成
や
、特
定
不
妊
治
療
費

の
助
成
な
ど
、中
核
市
移
行
に
合
わ
せ

て
新
規
拡
充
し
た
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、市
民
の
健
康
を
守
り
、

市
民
生
活
の
安
全・安
心
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
め
、「
川
口
市
は
中
核
市
に

な
っ
て
便
利
に
な
っ
た
。住
み
や
す
く

な
っ
た
。」と
市
民
の
皆
さ
ん
に
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、地
域
の
実
情

を
把
握
し
な
が
ら
、６０
万
市
民
の
目

線
に
合
っ
た
、き
め
細
や
か
な
対
応
と

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

政
策
宣
言「
み
ん
な
で
つ
く
る
川
口
の

元
気・第
２
ス
テ
ー
ジ
」に
つ
い
て

　

こ
れ
は
、市
長
が
今
後
４
年
間
に

取
り
組
む
べ
き
政
策
と
し
て
、「
人
々

の
元
気
」、「
産
業
の
元
気
」、「
く
ら

し
の
元
気
」、「
ま
ち
の
元
気
」、「
地

域
の
元
気
」の
５
つ
の
視
点
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、４３
項
目
か
ら
な
る
政
策

宣
言
を
新
た
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、子
育
て・保
育
環
境
の
さ

ら
な
る
充
実
を
は
じ
め
、市
内
経
済

の
活
性
化
、安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く

り
、都
市
基
盤
整
備
、地
域
の
課
題

の
解
決
な
ど
、幅
広
く
展
開
す
る
も

の
で
、本
市
の
最
重
要
政
策
と
し

て
、す
で
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
多
く
の
政
策
を
着
実
に
実

行
す
る
た
め
、引
き
続
き
、市
税
収

納
率
の
さ
ら
な
る
向
上
、公
有
地
の

売
却
や
利
活
用
な
ど
に
よ
る
歳
入

確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、今
後

も
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
川
口
」を
目
指

し
、市
長
自
ら
が
行
政
の
先
頭
に
立

ち
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

宇
田
川
よ
し
ひ
で

市
議
会
ニ
ュ
ー
ス

宇
田
川
よ
し
ひ
で

宇
田
川
よ
し
ひ
で
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第
１
回
の
入
学
式
を
４
月
１０
日

に
行
な
い
、全
日
制
４
８
１
名
、定

時
制
６９
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し

た
。「
教
育
都
市
川
口
」に
ふ
さ
わ
し

い
市
内
の
学
校
教
育
の
拠
点
と
し

て
、新
た
な
未
来
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

６
月
９
日
に
は
、リ
リ
ア
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、全
校
生
徒
と
多

く
の
関
係
者
の
皆
様
に
よ
る
開
校

記
念
式
典
を
実
施
し
、こ
の
日
を
開

校
記
念
日
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、川
口
市
立
高
等
学
校

が
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
る
、文
武

両
道
に
優
れ
た
人
材
育
成
の
さ
ら

な
る
推
進
に
向
け
、平
成
３３
年
夏
休

み
の
完
成
を
目
指
し
、ア
リ
ー
ナ
棟

の
建
設
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
、第

２
校
地
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
６
月
１５
日
の
同
法
の
施
行

に
よ
り
、見
知
ら
ぬ
旅
行
者
が
生
活

の
場
に
入
り
込
む
こ
と
へ
の
不
安
を

訴
え
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

良
好
な
住
環
境
の
維
持
が
強
く
望

ま
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、国
は
地
域
経
済
の
活
性

化
等
の
た
め
海
外
か
ら
の
観
光
客
誘

致
に
力
を
入
れ
て
お
り
、民
泊
事
業

を
そ
の
一
助
と
し
た
い
と
の
意
向
も

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、本
市

で
は
、民
泊
事
業
を
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
適
切
な
も
の
と
す
る
た

め
、保
健
所
設
置
市
に
認
め
ら
れ
て

い
る
住
宅
宿
泊
事
業
法
に
関
す
る

事
務
処
理
を
県
に
代
わ
っ
て
行
な

う
と
と
も
に
、法
令
の
範
囲
内
で
民

泊
を
認
め
る
区
域
な
ど
を
制
限
す

る
独
自
条
例
を
今
議
会
に
提
出
、

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
宿
泊
事
業
法
の

　
　
　
　
施
行
に
つ
い
て

川
口
市
立
高
等
学
校
に
つ
い
て

　

市
自
ら
が
事
業
者
か
ら
の
届
出

な
ど
を
受
理
し
、事
業
者
の
運
営
状

況
の
把
握
に
努
め
、悪
質
な
事
業
者

に
対
し
ま
し
て
は
、厳
正
に
対
処
し

て
い
き
ま
す
。 

　

今
後
も
、市
民
の
皆
さ
ん
の
良
好

な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、本
市
を
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
、

快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※

こ
こ
ま
で
の
レ
ポ
ー
ト
は
市
長

の
所
信
と
報
告
を
抜
粋・加
筆
し
て

作
成
し
て
お
り
ま
す
。 

川口市立高校

1. 制定の趣旨

住宅宿泊事業法は、急速に増加するいわゆる民泊について、安全面・衛生面の確保が
なされていないこと、騒音やゴミ出しなどによる近隣トラブルが社会問題となってい
ること、観光旅客の宿泊ニーズが多様化していることなどに対応するため、一定の
ルールを定め、健全な民泊サービスの普及を図るものとして、新たに制定された法律
です。平成30年6月15日に施行しました。

平成29年6月に成立した住宅宿泊事業法が、平成30年6月15日に施行されることに伴い、住宅宿泊事業に起因する
騒音の発生その他の事象による生活環境の悪化を防止するため、川口市住宅宿泊事業を制限する区域及び期間を定
める条例を制定しました。

川口市住宅宿泊事業を制限する区域及び期間を定める条例

2. 条例内容

●営業できる区域の制限
・ 商業地域を除いた市内全域

・ 商業地域は法律どおり年間180日以内。それ以外は7月16日から9月15日の62日間。

商業地域については、マンション等も立地しているが、商業活動も活発に行われており、主として家庭での
日常生活を送る場とは言い切れないため。

理 由

●営業できる期間の制限

7月16日から9月15日は一般的に夏季休業期間と認識されており、この期間であれば、仮に家庭での平
穏な日常生活に多少影響が生じるとしても、市民から一定の理解が得られるものと考えたところ。また、本
市の夏休期間中の交流人口の増加への対応とＳＫＩＰシティ国際Ｄシネマ映画祭、たたら祭り等のイベント
の誘客、更には2020年オリンピック・パラリンピックの需要を見込んだもの。

理 由

●制限の見直し
条例施行後3年以内に民泊事業の運営状況や周辺環境への影響を調査し、実態に合わせて規制内容を見直すもの。

所在地 〒332-8601川口市青木2-1-1(本庁舎4階)
電話 048-259-9018(直通)

電話受付時間 8時30分～17時15分(土曜日、日曜日、祝日、休日、年末年始を除く)
ファックス 048-259-2622

産業振興課商業観光係

月
区域

商業地域

商業地域以外

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 営業可能日数

180

62

対 象 期 間
7月16日から9月15日までの期間のみ事業の実施を可能とします。

※　　　　は営業可能期間
※商業地域以外は、7/16～9/15の期間のみ営業可能
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の誘客、更には2020年オリンピック・パラリンピックの需要を見込んだもの。

理 由

●制限の見直し
条例施行後3年以内に民泊事業の運営状況や周辺環境への影響を調査し、実態に合わせて規制内容を見直すもの。

所在地 〒332-8601川口市青木2-1-1(本庁舎4階)
電話 048-259-9018(直通)

電話受付時間 8時30分～17時15分(土曜日、日曜日、祝日、休日、年末年始を除く)
ファックス 048-259-2622

産業振興課商業観光係

月
区域

商業地域

商業地域以外

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 営業可能日数

180

62

対 象 期 間
7月16日から9月15日までの期間のみ事業の実施を可能とします。

※　　　　は営業可能期間
※商業地域以外は、7/16～9/15の期間のみ営業可能



「
沢
山
の
人
の 

沢
山
の
幸
せ
を
見
た
い
か
ら

　
　
今
ま
で
も 

そ
し
て 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」

宇 田 川 よし ひ で 市 議 会 ニュ ー ス
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市政全般について、あなたのご意見をお待ちしております

お 名 前

ご 住 所

ご連絡先

フ リ ガ ナ

電話番号 FAX

Eメール携帯電話

（〒　　　　-　　　　　）

http://gakkainavi.com/udagawa/report.html
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FAX送信用紙

宇
田
川
レ
ポ
ー
ト
更
新
中
!!

活
動
情
報
を
掲
載
!

　

ブ
ロ
グ
も
随
時
更
新
!

宇田川よしひで宛 FAX.048-296-7070
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議
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報
告
か
ら

平
成
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年
6
月
1
日
〜

　
　

6
月
25
日
ま
で
の
25
日
間

　

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、予
算
議
案
１
件
、条
例
等
の
一
般

議
案
３6
件
で
す
。

　

予
算
議
案
は
、一
般
会
計
に
お
い

て
、住
民
基
本
台
帳
管
理
費
等
に

係
る
１
億
２
９
９
３
万
６
０
０
０

円
の
補
正
。

　
一
般
議
案
は
、「
川
口
市
選
挙
運

動
費
用
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」な
ど
、

条
例
議
案
１８
件
、契
約
議
案
１
件
、

財
産
の
取
得
議
案
２
件
、和
解
議
案

１
件
、専
決
処
分
の
承
認
議
案
６

件
、市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

議
案
４
件
、人
事
議
案
２
件
で
す
。

　

更
に
追
加
議
案
と
し
て
副
市
長

及
び
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の

人
事
議
案
が
提
出
さ
れ
、全
て
議
決

い
た
し
ま
し
た
。

市
政
に
関
す
る
報
告

市
長
提
出
議
案

中
核
市
川
口
に
つ
い
て

　

４
月
に
中
核
市
に
移
行
し
、２
カ
月

が
経
過
し
ま
し
た
。多
く
の
関
係
者

や
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力
を

賜
り
、移
譲
さ
れ
た
新
た
な
事
務
を

順
調
に
進
め
て
い
ま
す
。 

　

中
核
市
移
行
に
よ
り
最
も
多
く
の

事
務
が
移
譲
さ
れ
た
、川
口
市
保
健

所
に
つ
い
て
も
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
、順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

で
す
。 

　

県
保
健
所
か
ら
身
近
な
市
保
健
所

に
な
っ
た
こ
と
で
、市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
の
件
数
が

増
え
て
お
り
、お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ

ン
費
用
の
助
成
や
、特
定
不
妊
治
療
費

の
助
成
な
ど
、中
核
市
移
行
に
合
わ
せ

て
新
規
拡
充
し
た
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、市
民
の
健
康
を
守
り
、

市
民
生
活
の
安
全・安
心
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
め
、「
川
口
市
は
中
核
市
に

な
っ
て
便
利
に
な
っ
た
。住
み
や
す
く

な
っ
た
。」と
市
民
の
皆
さ
ん
に
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、地
域
の
実
情

を
把
握
し
な
が
ら
、６０
万
市
民
の
目

線
に
合
っ
た
、き
め
細
や
か
な
対
応
と

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

政
策
宣
言「
み
ん
な
で
つ
く
る
川
口
の

元
気・第
２
ス
テ
ー
ジ
」に
つ
い
て

　

こ
れ
は
、市
長
が
今
後
４
年
間
に

取
り
組
む
べ
き
政
策
と
し
て
、「
人
々

の
元
気
」、「
産
業
の
元
気
」、「
く
ら

し
の
元
気
」、「
ま
ち
の
元
気
」、「
地

域
の
元
気
」の
５
つ
の
視
点
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、４３
項
目
か
ら
な
る
政
策

宣
言
を
新
た
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、子
育
て・保
育
環
境
の
さ

ら
な
る
充
実
を
は
じ
め
、市
内
経
済

の
活
性
化
、安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く

り
、都
市
基
盤
整
備
、地
域
の
課
題

の
解
決
な
ど
、幅
広
く
展
開
す
る
も

の
で
、本
市
の
最
重
要
政
策
と
し

て
、す
で
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
多
く
の
政
策
を
着
実
に
実

行
す
る
た
め
、引
き
続
き
、市
税
収

納
率
の
さ
ら
な
る
向
上
、公
有
地
の

売
却
や
利
活
用
な
ど
に
よ
る
歳
入

確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、今
後

も
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
川
口
」を
目
指

し
、市
長
自
ら
が
行
政
の
先
頭
に
立

ち
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

宇
田
川
よ
し
ひ
で

市
議
会
ニ
ュ
ー
ス

宇
田
川
よ
し
ひ
で

宇
田
川
よ
し
ひ
で
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